
アンケート調査結果 課題 今後の方向性（案）

○認知度

○情報入手方法

認知度

●京奈和自転車道の認知
度は比較的高い

●ツーリング・サイクリン
グ目的：認知度が高い

●一方で、観光目的の方
の認知度は総じて低い

↓
認知度の向上を図る
取組が引き続き必要

情報入手方法

●観光目的：HPやSNS
での情報入手が多い

●サイクリング目的：サイ
クリングマップのほか、
SNS、YouTubeでの
情報入手が多い

●その他内訳はデジタル
マップやサイト検索で
の情報入手が多い

↓
一定のニーズがある
サイクリングマップの
配布とともに、デジタル
情報の充実が必要

■ターゲットに応じた周知方策（周知の時
期・場所・媒体の工夫）の検討・実施

【措置１-３-１自転車などの情報発信の充実】

・HPやSNSによるアクセス分析ツール等を
活用した効果的な情報発信
・観光情報のHPなどでの情報発信
・インバウンドの状況に応じた情報発信の多
言語化
・音声案内等、観光周遊案内の情報発信

今後の方向性（案）について
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情報入手 案内表示
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アンケート調査結果 課題 今後の方向性（案）

○整備が必要な度合い（横軸）と満足度（縦軸） 3つのサイクリング
ルートは共通して、

走行環境（自動車と
の分離、舗装、幅員）、
案内表示が課題

↓
安全で快適な走行
環境を確保する
必要がある

■走行環境に係る不具合箇所の改善
における安全性の向上

【措置１-1-1広域的な周遊観光サイク
リングルートの改善】
・自転車通行空間の明示等による
走行環境改善など
・デジタルマップでの案内強化

今後の方向性（案）について

2

京奈和自転車道 ならクルルート

世界遺産周遊ルート

：課題項目

：その他の項目

【グラフ内文字の凡例】
事前情報：事前の情報の入手のしやすさ
案内表示：ルートの分かりやすさ
幅員：走行環境（幅員）
舗装：走行環境（舗装）
路上障害物：草木、路上駐車等障害物
自動車との分離：自動車との分離等安全性
自転車駐輪設備：ｻｲｸﾙｽﾀﾝﾄﾞ等の自転車駐輪

設備設置施設数
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アンケート調査結果 課題 今後の方向性（案）

○ルートを選ぶ際の重要な要素 ●施設面では観光、サイ
クリングともにトイレ、
休憩所、おいしい飲食
店、駐輪場が重要な要
素

●その他の面では、車の
交通量が少ない・歩車
分離されていることや
豊かな自然・きれいな
景色があることを重視

↓
自転車利用者が求める
施設や楽しみ方の
充実が必要

■自転車の休憩所、サイクリストにやさしい
宿等の認定の推進

【措置1-2-3自転車を利用した周遊観光を
支える拠点施設の充実を図るため、認定の
推進】
・ならクル・サポーターの認定推進
・利用者目線のならクル・サポーター認定
条件の見直しによる施設の充実
・豊かな自然・きれいな景色を再発見で
きる仕組みづくり
・広報啓発活動の推進
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休憩所がある

おいしい飲食店がある

サイクリスト歓迎のお店がある

トイレがある

シャワー・温泉・銭湯がある

駐車場がある

駐輪場がある

サイクルスタンドがある

電車で自転車を運べる

バスで自転車を運べる

豊かな自然・きれいな景色がある

車の交通量が少ない・分離されている

その他

観光 サイクリング

【その他の意見】
コンビニ
坂道の有無
自転車専用道を増やす
自販機
走りやすさ
大きな案内板があると良い
無料の空気入れある場所
日常使いしやすいと良い
日陰の建物が欲しい
大きい荷物を預かってもらう場所
安価な駐車場
病院の有無
道がきれい
電源が無料で使える場所
専用のナビで寄りやすいか



今後の方向性（案）について

○国土交通省より、自転車ネットワーク計画の更なる策定に向けて、令和８年度より、都道府県ごとに自転車ネット
ワーク計画調整会議の設置を推進

○令和７年度１０月に国土交通省、奈良国道事務所、奈良県、広陵町（自転車ネットワーク計画策定済み）、にて、
準備会を開催。策定における問題点として、小規模自治体では自転車通行に関する調査や計画策定自体が負担、
などの意見があった

○県内市町村を対象に「自転車活用推進計画」に関するアンケート調査（令和７年３月）を実施(３２市町村回答)
【策定の予定・検討の有無】
・策定予定１町（広陵町）、他の市町村と連携を検討６市町（奈良市、御所市、斑鳩町、三宅町、上牧町、下市町）、
公共交通利用促進の一環として策定を検討６市町（奈良市、御所市、宇陀市、斑鳩町、三宅町、下市町）

【期待される支援】
・先進事例の紹介、計画策定に関する説明会、策定を想定した補助メニューなどの支援

計画策定における支援や情報提供など、自転車ネットワーク計画調整会議などを利用し、更なる支援を展開

【措置２－２－１】 サイクルポート設置に向けた施設管理者への働きかけ

○令和７年度に奈良県道路脱炭素化推進計画(仮）の策定を予定しており、サイクルポート設置を計画に位置付け
る予定

道路区域内のサイクルポート設置に向けて検討・設置を推進

【措置２－１－１】 市町村版自転車活用推進計画・自転車ネットワーク計画等への策定支援
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